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　税務署及び市役所では、年末調整のしかた並びに法定調書・給与支払報告書の作成・提
出方法等に関する説明会を開催します。なお、説明会では「年末調整のしかた」などを用い
て説明しますので、関係書類等をお持ちのうえ、直接会場へおいで下さい。

対象地域等会　場日　時
大蔵町・小野路町・金井・金井町・真光寺・真光寺町・鶴川
・能ヶ谷・野津田町・広袴・広袴町・三輪町・三輪緑山・薬師台

和光大学ポプリホ
ール鶴川

11月10日火
午後2時～4時

相原町・小山ヶ丘・小山田桜台・小山町・上小山田町・下
小山田町・図師町・忠生・常盤町・根岸・根岸町・矢部町
・山崎・山崎町

忠生市民センター11月13日金
午後2時～4時

小川・金森・金森東・つくし野・鶴間・成瀬・成瀬が丘・
西成瀬・南つくし野・南成瀬南市民センター11月19日木

午後2時～4時
高ヶ坂・中町・成瀬台・原町田・東玉川学園・南大谷・官
公庁健康福祉会館

11月25日水
午前10時～正午

旭町・木曽西・木曽東・木曽町・玉川学園・本町田・森野11月25日水
午後2時～4時
※対象地域の説明会に出席できない場合には、他の地域の説明会に出席できます。 
※説明会場への車での来場はご遠慮下さい。
※説明会の開始30分前から、会場の受付で年末調整関係用紙を配布します。
※給与支払報告書の配布は、上記会場及び市民税課（市庁舎2階）、各市民センター等で11月4日
から行います。なお、電算機用連続用紙は上記会場及び市民税課のみの配布となります。 
【問い合わせ】
○説明会、源泉所得税関係について
　町田税務署源泉所得税担当辺728・7211（内線215または216）
○用紙請求（税務署関係）、法定調書関係について
　町田税務署管理運営部門辺728・7211（内線531または532）
※自動音声案内で「2」番（税務署）を選択して下さい。なお、国税に関する一般的な相談
については「1」番を選択し、電話相談センターをご利用下さい。

○用紙請求（市役所関係）、給与支払報告書及び住民税特別徴収について
　町田市市民税課辺724・2114、2117（直通）

事業所で給与支払事務を担当している方対象
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　市では、斜面地周辺の良好な住環
境の確保と調和を図るため、「町田
市斜面地における建築物の建築の制
限に関する条例」の改正を行うにあ
たり、皆さんのご意見を募集しまし
た。
　実施結果は以下のとおりです。
○意見募集の期間：2015年7月13
日月～8月11日火
※募集の結果、応募者数0人、意見
件数0件でした。

パブリック
コメント
公　表

「町田市斜面地における
建築物の建築の制限に関
する条例」の改正（案）

問建築開発審査課辺724・4413
返050・3161・5899

　2015年度末で第4次町田市障がい者計画（2011～2015年度）の計画期
間が終了します。この間、わが国は2014年1月に障害者権利条約を批准し、
それに関わる国内法の改正を行いました。市ではこのような社会情勢の変
化と市の現状を踏まえて第5次町田市障がい者計画を策定します。
【計画の概要】
○計画の期間　2016～2020年度の5年間
○計画の基本理念　いのちの価値に優劣はない
○計画の基本方針　（1）「障がいのある人」のとらえ方をひろげる（2）自分
で決めることを大切にする（3）さまざまな障がいや個別の状況に配慮する
○この計画でめざす5年後の社会　（1）差別のない社会（2）障壁のない社
会（3）ともに生きられる社会
○施策の体系　5年後にめざす社会の実現に向け、次の11の分野について
検討し、現状・課題・目標・施策の方向性を整理しました。①「学び・文
化芸術・スポーツ活動のこと」②「暮らすこと」③「日中活動・働くこと」④
「相談すること」⑤「家庭・家族を尊重すること」⑥「保健・医療のこと」⑦「情
報アクセシビリティのこと」⑧「生活環境と安全・安心のこと」⑨「差別をな
くすこと・権利を守ること」⑩「行政サービスのこと」⑪「理解・協働のこと」
■ご意見の提出方法
○募集期間　11月30日月まで（必着）
○資料の閲覧・配布　計画（案）は、町田市ホームページに掲載するほか、
次の窓口で閲覧及び資料の配布を行っています。
　障がい福祉課・市政情報課・広聴課（いずれも市庁舎1階）、男女平等推
進センター、生涯学習センター、各市民センター、木曽山崎・玉川学園の
各コミュニティセンター、町田・鶴川・南町田の各駅前連絡所、各市立図
書館、町田市民文学館、すみれ教室、ひかり療育園
※各窓口で開庁日・時間が異なりますのでご注意下さい。
○意見の提出方法　郵送、ＦＡＸ、Ｅメール、または障がい福祉課ほか、資料
を配布している窓口へ直接提出して下さい。郵便の場合は配布資料に添付し
ている専用封筒（料金受取人払郵便）をご利用いただけます。
○担当課　障がい福祉課（〒194－8520、森野2－2－22、市庁舎1階、辺
724・2136返050・3101・1653遍mcity2140@city.machida.tokyo.jp）

―注意事項―
　住所・氏名・連絡先・件名を明記して下さい／原則、電話や窓口での口頭に
よるご意見はお受けできませんが、文章での提出が困難な場合は、障がい福
祉課へお問い合わせ下さい／ご意見への個別回答は行いません／公序良俗
に反するもの、特定の団体・個人等に対する誹謗中傷が含まれるものは無効と
します／寄せられたご意見の概要及び市の考え方は、個人情報を除き2016
年1月ごろに町田市ホームページ及び上記資料配布場所で公表予定です。
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